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静岡県下のカワニナに寄生する吸虫類幼生の研究

伊藤二郎
静岡大学教育学部

望 月 久野口
静岡県衛生研究所

政輝

（昭和 34年 7月23日受領）

静岡県下は全般にカワニナ（Semisulcospz"ral必ertina)

が豊富に分布し，とれが肺吸虫，横川吸虫などの第一中

間宿主として疫学的に重要な役割を果しているだろうと

とは筆者らがすでに想像していた。

静岡県における肺吸虫の分布は古くは高木 (1926），高

亀ら 0942～1943）により，また近年横川ら (1957)に

より部牙的にその牙布が知られており，更に筆者ら（1958

～1959）の広汎な野犬調査の結果，肺吸虫擢患犬は沼

津，藤枝，島田，掛JI[，森，磐田などの各地から発見さ

れ，殆んど全県下に肺吸虫が蔓延しているものと想像さ

れるに至った。

また横川吸虫は筆者らの調査〈未発表〉によると，オ

イカワ，ウグイ，フナ， ドジヨワ，タモロコなど多くの

淡水魚からかなり高率にその包憂が検出されている。

カワニナに寄生するセルカリアの種類は比較的多く，

その種類と牙布を如るととは純寄生虫学的見地からも甚

だ興味深い。我が国ては多くの先輩諸学者により， 岡

山，岐阜，徳島，福岡などの諸県下て広汎な調査が報告

されてきたが，静岡県てはまだその調査が不充分であっ

た。

以上の諸観点から筆者らは県下の各地から約 34000コ

以上のカワニナを採集してそれに寄生するセルカリアを

調査したので，その結果をまとめてととに報告する。

JIRO ITO矢 HISASHIMOCHIZUKI,** and MASA-
TERU NOGUCHI** : Studies on the cercariae para-

sitic in Semi'sulcosρz"ra lz"berti'na in Shizuoka Prefe-
ctureく＊HygieneLaboratory, Faculty of Education, 

Shizuoka University, **Shizuoka Prefectural Hygiene 
Research Laboratory) 

調査地域および方法

この調査は 1948年から 1958年まで行われたのである

が， 1948～1950年は専ら狩野川流域を中心に検索し，

1955年以降におよんで全県下に検索の手をのばした。そ

の概況について以下 8地区に分けて説明する（第l図参

照〉。

山ヲ止4供

色0¥( .. 

Fig. 1 Collecting place of Semisulcosρira 
libertz"na in Shizuoka Prefecture 

A.狩野川流域〈第2表参照〉

狩野川は全長47kmてその源を伊豆の天城山に発し，

沼津市を貫流して駿河湾に注ぐ。その流域は肺吸虫病の

濃厚なる流行地帯としてすでに高亀ら (1942～1943），横

川 (1951)，小宮ら（1952）により住民の擢患率などが報

告されている。今回の調査は 1948年から 1958年にわた

り，合計54回，検査貝総数13384個の結果をまとめた。
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 斗 討 す 肘 図 面 主 主 回 ・ 汁 古 川 B H N 回 ・ 凶 m 壬 者

H E ・ 橋 脚 州 叩 胃 「 吋 品 E W 苛 同 知 恵 国 H ∞ 回 ぺ 伊

d 汗 。
国・ 間 帯 ユ 叫 荏 蕗 （ 瀧 H 仙 川 帆 w 濁 ）

間 帯 司 存 道 場 コ 一 δ ヨ ロ R H印 刷 V M u f 司 副 荏

ぺ 伊 デ m w 汁 内 ③ 諜 顕 笹 岡 附 A U 砂 町 。 パ H c g

h 明 性 ノ 巾 U H C m ∞ 有 門 す 汁 ア 叫 叫 が 附 呂 田 ” 薄 出 州 知

務 蝉 N a c m u 附 薄 淵 ヤ 汗 。 J 「 N 円 件 U M 山一 首 確 司 汽

討 ぐ ノ パ 甲 田 N ∞M ∞ 日 切 川 畑 町 司 六 社 ぐJ パ H E

N 4 4 u 附 薄 ヤ 汁 。

戸 時 期 司 荏 謀 （ 鵡 H 刷 用 粉 、 調 ）

，判 珊 菌 防 ち ／ 河 パ パ 箇 鴇 弓 ～H 益 法 了 出 甚

凶 A V 時 汁 主 唱 コ 一 話 延 部 荏 凶 ～ 川 》 戸 u m h y 又

u q v n uq 凶 器 事 司 担 問 仙 台 パ ぐ ノ 刷 。 斗 討 す 肘 雪 国 何

冊 。 蔀 4 4 存 訪 中 J 司 、 鈷 帥 戸 山 小 笹 鎮 パ ・ 司 一 品 、 ァ

砂 部 戸 山小 争 当 三 uq ノ市 U H C 8 1 5 2 壮 丙 サ 汗 包

∞ 品 。 ω u g u q q H H 斗 防 薄 淵 戸 、 汗 。

り ・ 喋 亙 司 荏 鈷 （ 潤 同 期 粉 、 調 〉

副 官 直 司 耳 漏 日 〉 河 川 口 一 サ 》 R N v d パ w 湖 面 ｝ 一 「

吊〉 菖 口 六 時 醐 了 司 8 山 昔 、 ？ 存 立 川 詐 篤 司 謀

同 一 片 品 〉 字 画 Z R A V 凶 q H 斗 M O 凶 や 同開 叫 が 。 出 司

？ h 討 ぐ ノ パ ③ 寄 問 問 知 ぬU 瀞 肝 瓦 ぐ ノ 川 町 河 巾 吊 〉 叫 四 時制

附 ゐ 討 ぐ ノ b f H C m m 骨 N U J m u 呂 田 ∞ 怜 汽 サ 汁 包 弊

対 町 内 討 作 ト ペ H C お W 1 8 u q d U H 中 附 薄 淵 ヤ

汗 。
国 ・ 葱 司 コ 一 詩 延 （ 鞘 ∞ 淵 ゆ 混 〉

蓋 羽 三 存 別 部 コ 一 什 沖 滑 コ一 向 〉 円 寸 亜 門 伊 ぺ V

パ ・ 同 州 詩 ・ 語 鴇 w 珊 E N 門 町 G 諜 司 伸 。 性 J M 円 汗

同 布 団 哨 附 討 M 百 戸 パ ぐ ノ が 。 出 荏 凶 存 掛 川 弁（ H C M 3

R I 汁 宮 田 町門 事 国 周 知 、 掛 川 町 ぬ〉 設 時 δ μ v d 汁 ヨ

ペ w 今 回 ぬ 〉 誼 胤 州 内 討 ぐ J パ 矧 A V 社 附 陣 内 ・ M G

山 「 週 刊 g 荏 拓 也ノ m u E C C u s u d d u n 斗 附 潟 珂 ヤ

パ 誼 断 附 討 門 対 d 汗 。

吋・ 過 コ 一 部 事 計 仲 q u 汁 日 コ 一 割 問 銘 （ 滋 ？ 知

粉 、調 ）

U 汁 帯 コ 一 ～ 川 河 酎 コ 一 品〉 号 耳 階 部 戸 山 V R G M ぺ V

S 三 5 w 帥 帥 F h 喝 沖 ぬU 制調 胤 開 門 官 ぐ J パ 品 目 出 向 〉

国 司 濁 h p t 調 、 掛 》 附 淑 同 ヤ パ ぐ ノ 削 げ 。 今 回 ぬ 〉 量 出問

パ， P F 盟 主 一 吋 戸 出 コ 一 5 ・ 新 亙 B H W U 庁 前 主 ・

蕗 湖 主 計 仲 q 淵 B H 6 5 守 週 刊 S F 舟 込 J m u m M C ω

守 8 u q q u w l 附 熟 綿 ヤ パ 薄 淵 ヤ 汗 。

。・ 瀧 田 司 甚 延 （ 鞘 H 剣 勝 濁 〉
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Table 2 Incidence of cercariae infection in Semz"sulcosρz"ra lz"bertz"na 
from the drainage of the Kano River 

LOCALITY KTI~~~ト Oohito-Cho Nkf ~:ama- S~h~nji- N笥；ka-

NO. OF SNAILS EXAMINED 10935 344 28 758 1319 
NO. OF SNAILS INFECTED 3621(33.0%) 44(12.8%) 15(53.6%) 204(26.9%) 688(52.2%) 

Paragonzmus westeγ榔仰z"z" 274 (2.5予の 一 － 2〔0.3掛
Pseudexorchzs major 3269(29.9%) 34 (9.9%) 15(53.6%) 184(24.3%) 668(50.6%) 

Centrocestus armatus 9 (O .1%） 一 一 1(0.1%) 
M訟tagonz初usspp. 11 (O .1%）一 一 5(0.7%) 12 (0.9%) 

Notocotylus m昭倒的αtus 17 (0.2%〕 ー ー も （0.包括〕
Cercarz"a nzpponensz"s 91 (0.8%) 4 (1.2%) - 3 (0.4%) 2 (0.2%) 
Cercarz"a znc俳句 27 (0.2%) 3 (0.9%) ._ 1 (0.1%) 4 (0.3%) 

Ceγωγ白 monostylozdes 9〔＇0.1%) - - 1〔0.1%〕
Ceγcαγiα ヲoshz"dae 30 〔＇0.3%)

Cercarz"a znnomz"na抑制 9 (0.1%〕 2〔0.6%) - 2〔0.3%〕
Pseudobz"lhαγ'Zz°ella coγ匂z" 5 (0.05弼〕

Ceγcαγ也 z"ntγ0匂eγta 1 (0.01 ラ~）

Echinostome type 2 (0.01%) 1 (0.3%J 一 一 2(0.2%) 

Table 3 Incidence of cercariae infection in Semisulcospz"ra libertz"na 
from the drainage of the Seto River 

LOCALITY Fujieda City Yaizu City Shimada City Ooigawa-Cho 

NO. OF SNAILS EXAMINED 3748 323 195 143 
NO. OF SNAILS INFECTED 248 (6.6%) 51 (15.8%) 170 (87 .1%) 1 (0.7%) 

Pseudexoγchis mαrjoγ 149 (4.0%) 18 (5.6%) 142(72.9%) 
Centrocestus ar：飢 αtus 46 (1.2%) 2 (0.6%) 1 (0.5%) 
Metagonzmus spp. 16 (0.4%) 5 (1.5%) 12 (6.2%) 
Notocotylus mαgnz"ovatus 16 (0.4%) 
Ceγωγ泊 nz"；砂onensz"s 9 (0.2%) 9 (4.6%) 
Ceγcαγi'a z"ncerta 10 (0.3%) 21 (6.5%) 4 (2.0%) 
Ceγcαγtα monosty loUJes 2 (0.05%) 5 (1.5%) 2 (1.0%) 
Ceγcαγiα intγoveγtα 1 (0.7%) 
Echinostome type 1 (0.03%) 

Table 4 Incidence of cercariae infection in Semzsulcoゆz"ralibe rtina 
from the drainage of the Kiku River 

LOCALITY Kti~~awa Ki~h~awa- HCh~oka- Oohama-
Jok1・ura Cho 

NO. OF SNAILS EXAMINED 182 594 189 2091 895 

915 

TOTAL 

13384 

4572(34.1%) 

276 (2.06%) 

4170 (31.16%) 

10 (0.07%) 

28 (0.21%) 

23 (0.17%) 

100 (0.75%) 

35 (0.26%) 

10 (0.07%) 

30 (0.22%) 

13 (0.10%) 

5 (0.04%) 

1 (0.01%) 

5 (0.04%) 

TOTAL 

4409 

470 (10. 67 %) 

309 (7 .02%) 

49 (1.11%) 

33 (0.75%) 

16 (0.36%) 

18 (0.41%) 

35 (0.79%) 

9 (0.20%) 

1 (0.02%) 

1 (0.02%) 

TOTAL 

3915 
NO. OF SNAILS INFECTED 82(13.5%) 15 (7.9%) 116 (5.6%) 31 (3.6%) 244 (6.23%) 

Pseudeχoγchi's mαr/oγ 57 (9.6%) 13 (6.9%) 5 (0.2%) 9 (1.0%) 84 (2.15%) 
Centγocestus a rmatus 3 (0.5%) 15 (0.7%) 1 (0.1%) 19 (0.49%) 
Metagonimus spp. 80 (3.8%) 21 (2.4%) 101 (2.81%) 
Cercaγiα 官民怜onensis 8 (1.3%) 8 (0.20%) 
Ceτcaria incerta 1 (0.2%) 2 (1.1%) 7 (0.3%) 10 (0.26%) 
Ce γcarz~α monosty loides 3 (0.5%) 3 (0.08%) 
Ceγcαγiα ッoshidae 5 (0.8%) 1 (0.05%) 6 (0.15%) 
Pseudebil.加 γ'Zz°ellαcoγvi 5 (0.8%) 5 (0.13%) 
Ceγωγ£a pseudodivaricata 5 (0.2%) 5 (0.13%) 
Echinostome type 3 (0.1%) 3 (0.08%) 

( 73 ) 
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Fig. 2 Semidiagrammatic drawings of cercariae obtained from 

Semz"sulcosρira libertina in Shizuoka Prefecture 

1. Cercaria of Pseudobilharziella corvi Yamaguti, 
1941 

~ 2. Cercaria pseudodivar£cata Faust, 1924 

3. Cercaria of Paragon£mus westermanz"z" (Ker司

bert, 1878) 

4. Cercaria incet’ta Faust, 1924 

5. Cercaria monostyloides Ito, 1960 

6. Cercaria innominatum Faust, 1924 

7. Cercaria of Centrocestus armatus Y amaguti, 

1933 

8. Cercaria of Pseudexorchis major Yamaguti, 

1938 

( 74 ) 

9 . Cercaria of M診tagonimusspp. (including M 

yokogawai and M takahashz"t・？）

10. Cercarz"a longz"cerca Ito, 1953 

11. Cer四 riaof Notocotylus magnz"ovatus Yamaguti, 

1934 

12. Cercaria nipρonensis Faust, 1924 
13. Echinostome type (including several species) 

14. Cercaria manei Ito, 1960 

15. Cercaria introverta Faust, 1924 

16. Cercarz"a yoshz"dae Cort et Nichols, 1920 

(All五gureswere drawn by equal magnificating 

ratio except No. 14) 



昭和凶年 12月 (1959）〕

よぴ磐田市など 6カ所の地点から3861コのカワニナを採

集して検索した。

以上合計 115カ所から 34060ケの採集したカワニナを

研究室に持ち帰り，その大部分を計測して破砕し双眼解

剖顕微鏡てセルカリアを検した。またその一部は瀞出実

験や形態実験などをおこなったが，それらについてはと

とでは省略する。

調査結果

A. セノレカリアの種類およびその地理的牙布

得られたセルカリアの種類は大略16種以上に及び，あ

る種類は殆んどいずれの地点からも発見されたが， ま

たある種類は一局部に限定して居る場合もあった。第2

図は No.14をのぞいて他を総べて同一縮尺に拡大して

図式し，また第一表にはセルカリアの寄生率を地域毎に

大別して表示した。以下にセルカリアの種類毎に形態の

大要と地理的牙布をのべる。

1. Cercaria of Paragoni初uswestermanii (Kerbert, 

1878）一一第2図の 3に図示せる如く，木セルカリアは短

尾セルカリア群に属し，その形態は既に山口 (1943），小

宮 ・伊藤（1950）その他により詳細に報告されている。

静岡県においてカワニナから肺吸虫セルカリアのあっ

たのは函南村の狩野川流域〈高亀ら 1942～1943, その

他〉と伊豆下回の青野川流域（鈴木，1958）のみであっ

たが，今回の調査の結果，函南村からは従前通りかなり

高率に木セルカリアが検出されたが，さらに新しく 3地

点からも発見された。すなわち一つは1¥)58年 9月に修善

寺町の熊坂部落から 2コ（第2表〉，次に同じく 1958年 9

月，三島市郊外から 1コおよび1956年 7月，吉原市の吉

永から 1コ〈第1表〉であった。以上の点からみれば木

セノレカリアは狩野川流域をも合めた県東部に広汎に分布

するものと推定された。しかしながら県丙部は野犬から

多数の肺吸虫擢患犬がみいだされていたにもかかわらず

遂にカワニナからのセルカリアは検出されなかった。

2. Cercaria of Pseudexorchis major Yamaguti, 1938 

一一木種セノレカリアは，同橋（1020),u」口（193めなど

により記述され，最近伊藤 (1056）により詳細に報告さ

れている。

本種セルブ1リアの静岡県における好布をみると，カワ

ニナに寄生し‘ている約lG種類のセルカリアのうちでは最

ホ寄生率が高く ，合計において16.4%の寄生率を示した

（第 1表〉。しかも静岡市地域以外の総べての地域にお

下、て最高寄生率を示している点からみれば，木県におけ
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る本セノレカリアの牙布は極めて濃厚てあると考えられ

た。大局的にみれば狩野川流域の31.2%が最も高いが，

局所的には島田市の72.9%，韮山村の53.6%の如く極め

て高率の地点もあり，大浜町の 0.2%，菊川流域の 2.2

%の如く低率の地点もみられ，概して県東部に多い傾向

てあった。

3. Cercaria of Centrocestus armatus Yamagutz: 

1933一一一小形のセノレカリアて，吉田 (1917)の報告以来

幾多の研究者により記述され，最近伊藤・渡辺（1958)

によりその詳細な記述がなされた。本県における本セル

カリアの分布は低率ではあるが比較的広範聞にわたり，

合計において 0.8%の寄生率であった。最も高率に発見

されたのは静岡市地域の 8.9% c第 1表〉て，とりわけ

駿府城祉のタ卜堀からは30%以上の高率に検出された。

4 . Cercaria of Metagonimus spp. －一本セルカリア

には高橋（1029）によれば恐らく M yokogawaiとM

ta初 hashβ・の二種が混在するものと想像されたがその鑑

別が困難であったのでととでは区別しないで統計にあげ

た。しかし既述の Pseudexorchzsmajorのセルカリア

とは主として次の二点によって鑑別した。すなわち本種

セルカリアの侵入腺細胞は左右おのおのー縦列をなし，

またレヂア内のセルカリアは既に眼点をもっていた点て ‘

ある。

ベの方法て鑑別してその地域的牙布をみるとその寄生

率は比較的低く総計において0.6%であった。比較的高

率であったのは瀬戸川流域の島田市における 6.2%c第
3表〉，菊川流域の大浜町における 3.8%c第 4表〉など

であり，県東部および県西部てはいづれも 1%以下てあ

った。清水 (1958）による徳島県下 における調査では

Metagonz1仰 S のセノレカリアが比較的高率て，反対に

Pseudexorchzs majorのセルカリアが皆無であったが，

恐らく両者を混在したものと考えられる。

5. Cercaria of Notocotylus magniovatus Yamaguti, 

1934一一一比較的大形の単口セルカリアて，全体が甚だし

く不透明で、，眼点 3コを有している。木種セルカリアは

宮川（1911）以来，非常に多くの研究者により各地て発

見されていたが， 山口（1938）により N.magnz加。tus

に発育するととが切らかとなった。その詐飢！な形態は伊

藤（1959）により報告されている。

本種セルカリアの静岡県における牙布は総計において

0.4%の寄生率であったが，主として県中部に多く〈第

1表〉，中ても吉原市の 2.4%，静岡市の 1.2%が高率で

静岡市の八幡地方の一小溝ては本種セルカリアが約50%

( 75 ) 
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位密集している局所もあった。

6. Cercaria nzpponensis Faust, 1924－小形の剣

尾セルカリアて，本種もまた安藤（1915）以来多くの報

告があり，伊藤 (1952）により詳細な形態が報告されて

いる。また尾形(1954）によりその母虫は Acanthatrium

1ageniformeと推定されたがいまだ実証されていない。

本種セルカリアは県下の各地て散見されるが寄生率は

一般に低く ，総計 0.6%を示した。島田市の郊外におい

て 4.6%の高率を示す地点があった（第8表〉が，その

他の地点ては顕著な変化もなく大体 1%以下の寄生率で

あった。

7. Cercaria incerta Faust, 1924一一肺吸虫のセル

カリアと酷似する短尾セルカリアて，長船（1998）以来

古くから注目されている種類であるが未だその発育史は

不明である。その詳細な形態は伊藤（1953）により記述

されている。

本種セルカリアもまた 仁 niPρonensisと同様に低率

ではあるが各地に散見され，局所的には沼津市の 6.5

%，太田川流域の 4.8%などをみるが，全体としては

0.5%の寄生率であった。

8. Cercaria monostyloides Ito, 1960一一木種はやや

大型の無尾セルカリアて穿刺練は未熟セルカリアにおい

てはこれを欠くが成熟セルカリ アにおいて完備する。体

の大きさは約 402';(113ι 口吸盤59.2×58.5μ，腹吸

盤60.6×64.8μ，咽頭27.5×29.5μ，焔細胞式は 2〔（4

+ 5 + 5 )+ c 5 + 5 + 5 ）〕＝58であった。中川 (1915)

の第17種，f 吉田 (1917)のE種，安藤 (1918）の寅種，

上野，石井，阿部 (1930）のB種などと比較して二，三

の相違点も認められるが，いづれも同一種類とみなし，

標記の学名を附与した。なお Faust(1924）はとれらを

C. mutabz"le, Cort, 1919と同定したがそれはいろいろの

理由て破棄されるべきであろう。 Cの原著は目下印刷中

である。

本種セルカリアの総言｜ーにおける寄生率は 0.4%て，各

地相散見され，特に静岡市の 2.0%，磐田市の 2.2%な

どは高率であった。

9. Cercari'a yoshidae Cort et Nichols, 1920一一一長

船（1899）以来各地からされた有胞セルカリアて，その

詳細な形態は伊藤 (1952）により記述されている。

本県におけるその分布は函南村， 三島市， 吉原市，菊

川町， 大浜町， 竜洋釘の6カ所から得られたが，寄生率

はいづれも 1%以下て，総体的には 0.1%であった。

10. Cercaria i'nnomznatum Faust, 1924－一大形の無

［寄生虫学雑誌 ・第 8巻・第 6号

尾セルカ リア〈第2図の 6）て，小林 (1918）のH種，

安藤（1918）の辛種などと一致し，すなわち Cercaria

innominatumと同定した。その詳細な形態について目

下印刷中である。

本県においては函南村 （0.1%），大仁町（0.6%），修

善寺町 （0.3%），沼津市（0.08%），静岡市（0.5%），竜

洋町（0.04%）の 6カ所から採集され，概して県東部に

多く発見された。

11. Cercaria of Pseudobz'lharzzella corvi Y. 1941一一ー
尾幹部の長大な岐尾セルカリァて吉田(1917）により徳島

県の富岡から報告されたG種と一致し，すなわち Faust

(1924）により Cercariascrz》taと命名されたものであ

る。 近年筆者らの一人，伊藤により家鶏に経皮感染せし

めて雄母虫を血管から採集し，Pseudobz・'lhαrziellaco仰 Z

になるととを明かにしたが，その詳細については目下印

同日中である。

本種の静岡県における分布は比較的局限され，現在迄

の記録ては 1949年1月，函南村肥田部落から 76コ中 3

コ，1957年2月，菊川町南山部落から 377ケ中 5コ，

1958年11月， 函南村および沼津市大平から 430ケ中 3コ

合計11コて総寄生率は0.03%であった。

12. Cercarz"aρseudodi'varicata Faust, 1924－ーいわ

ゆる PharyngealLongifurcate Distomeの岐尾セルカリ

アて，安藤（1918）が岐阜県可児郡から報告した壬種と

一致し，標記の種名に同定出来るものである。計測値は

体 146×74μ，口吸盤34'<39μ，腹吸盤29×32μ,n因頭16'<' 

18 μ， 尾幹部 163×39μ，尾岐部 151×l(jμ，焔細胞式 2

〔(2+2)+ (2+2＋ 〔2）〕〉〕＝20。その体制（第

2図の 2）は明かに Strigea科に属している。静岡県の

ライギヨには Neodiplostomum属の包嚢が比較的高度

に寄生して居り， その点からすれば本種セルカリアは

Neodiplostomum属に発育するものと想像される。とれ

らの詳細につい亡は円下印刷中てある。

本種の分布は極めて広汎な調査にもかかわらず只 1カ

所に局限されていた。すなわち1957年 3月，大浜町の千

浜部落から 612コ中 5コに本種セルカリ アをみいだした

のみであった。筆者の未発表の記録ては曽って1944年御

殿場市の富土岡て93コ中 1コ採集したととを追記する。

13. Cercaria introverta Faust, 19 24一一木種は安藤

(1918）の卯種と一致し，岐阜県，岡山県などから報告

されていたが，その詳細な形態については伊藤（1953)

により報告されている。

本県におけるその分布は，1948年10月函南村塚本1166

( 76 ) 
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kyushuenszsである。そのうち E. milvzは木県からは

検出されなかったが，他の E.grandus, E. tobi, M 

kyushuensisの 8種は存在するようであったが， とζて

はそれらを一括して Echinostometypeとして統計をと

った。それらのセルカリアは，函南村， 大仁町，長岡

町，静岡市，藤枝市，大浜町の 6地点に散見されたが，

その寄生率はいづれも極めて低率であった。

B，セルカリアの季節的消長

以上の各地域から各季節に行われた調査を総べて一括

して月毎にまとめて第5表に示した。一般的には季節と

の関係は明かでなかったが，Cercarz"amonostyloidesは

1月の寄生率が0.07%であり，次第に規則的に上昇じて

6月が 2.1%で最高となり，のち次第に不規則に低下し

て居た。それと反対に Cercariayoshidae はl～4月が

比較的寄生率が高く， 5～9月までは寄生率が著しく低

下していた。また Cercariaof Pseudobilharziella corvz・ 

は例数が少いけれども 1月， 2月， 11月などの冬期にの

み検出されていたのも注目に値いする。そのたの種類て

はいずれも顕著な傾向は認められなかった。

0. カワニナの殻長とセルカリアの寄生率との関係

大部牙のカワニナについて各種了セルカリアの寄生率を

殻長別に牙げて第6表に示した。全般的には殻長26～30

mmを頂点としてそれ以下の小形のカワニナになるほど

寄生率が低く，またそれ以上の大形のカワニナでも若干

寄生率が低下する傾向が認められた。しかしセルカリア

の種類毎にくわしく観察すると必ずしも全部が一様な傾

(1959）〕

コ中 1コ，1956年10月大井川町宗高 143コ中 lコ， 1957

年 8月森町城下 675コ中 1コの合計 3ロて、あった。

14. Cercari'a manei Ito, 1960一一極めて大形の特異

な有胞セルカリアて，セルカリアの体 447×157μ，口

吸盤80×90μ，咽頭部×48μ，腹吸盤94'>( 97 μを算し，左

右腸管は体後方て相連絡している。体の方には巨大な胞

状体があってその大きさは 959×453μを算し，それの

表面に 466×27μ 大の繊維が11～18本附着している。胞

状全体は黒色であるが，その基部に 190×153μの腔所

が存在して居る。レヂアも亦著しく長大て 800～2500μ

を算しその後端は尖りよく運動する。焔細胞式はいまだ

決定にいたらないがその原著は目下印刷中である。

木種は磐田地方に局限して産し，1956年 8月磐田市

199コ中 1コ， 1958年10月に竜洋町1209コ中 2司令計

3コを検出したのみであった。

15. Cercari'a longicerca Ito, 1953一一一Cercari'ayo-

shi'daeと近似するが尾が極めて長大な有胞セルカリアて

あり，筆者の一人伊藤（1953）により新種として記載せ

られたものである。木種の摸式種は1953年 1月高知県の

幡多郡から只一度発見されて以来いまだ報告をみなかっ

たが，今回の調査により1958年 9月三島市近郊の小川か

ら 277コのカワニナ中に只 1コの寄生を認めたものであ

る。

16. Echinostome type－一一カワニナに寄生する赫ロ

セルカリアは現在4種知られて居る。すなわち Echin-

ochasmus grandus, E. tobz: E. mi・'lvi,MicroραηJρhium 

昭和 34年 12月

Seasonal fluctuation of the cercariae parasitic in Semz"sulcoゆiralibe rtina 
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Table 5 

MONTH 

NUMBER OF SNAILS EXAMD. 

Paragonimus westeγmα似i

Pseudexoγ'Chz"s慨 αioγ

Centγocestusαγη協lus

Metagonimus spp. 

Notocotヲlusmag•制的α：tus

Ceγ'Carza nijJp01也ensz"s

Ce罰Cαγi'ai託ceτ・ta
Ceγcαγiα 糊 onostyloides

Ceraγz"a yoshidae 

Ceγcαγ'ia innominα：tum 

Pseueobilhαγziella coγ匂i

Ceγcαγiα 会seudodivαγ£catα

Ceγ'Carza intγ・overta 

Ceγωγiα manei 

Ceγcαγiα longiceγcα 

Echinostome type 1 1 2 3 1 
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昭和 34年 12月 (1959）〕

るととが期待されたが，今回の調査では発見されなかっ

た。

上述16種以上のセルカリアについてその地理的分布，

季節的消長，殻長と寄生率の関係などについて吟味し

た。
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Summary 

About 34,000 specimens of the fresh water snail, 

Semisulcosρz'ra lz'bertina from various areas in Shi-
zuoka Prefecture were investigated to study the cerc-

arial fauna. More than 16 species of cercariae obta岨

ined were as follows ; Cercaria of Pa1宮animusweste1包

manz'z'. C. of Pseudexorchz・smajoκC. of Centrocestus 

armatus, C. of Metagonimus spp., C. of Notocotylus 

magniovatus, Cercaria nz》ρonensis, C. ince rta, C. 

monosかloides,C. yoshidae, C. innominatum, C. of 

Pseudobz'!harziella corvz' C. pseudddivaricata. C. 

introverta, C. manei, C. longicerca and Echi11ηstome 

types. They were illustrated in Fig. 2. 

The geographical and seasonal distribution of the 

cercariae were briefly explained. It was noticeable 

that the cercaria of Paragonimus westermaniz" was 
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observed from the other three new areas besides the 

already known endemic area in Shizuoka Prefecture. 

As to the relation between the length of snail and 

the infection rate of cercariae, the infection curve could 

be grouped into four types. Cercaria of Notocotylus 

magnz"ovatus and Cercaria incerta were belonged to 

the first type which was characterized by the maximal 

infectson rate at 21-25 mm  length of snail and 

remarkable decreasing its rate towards the larger size 

of snail. The second type, C. of Paragonz"mus 

westermanit", C. of Pseudexorchis major, C. inno・

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 6号

minatum and C. of Pseudobz"lharziella covi had the 

maximal rate at 26-35 mm  length of snail with the 

decreasing its rate towards the smaller size of snail. 

The third type, C. nz》.ponensisand C. monosty lo ides 

had also the maximal rate at 31-35 mm  length of 

snail, but no decreasing its rate towards the larger 

size of snail. The fourth type, inclutling C. of 

Centrocestus armatus, C. of Metagonimus spp., and 

C. yoshidae, had the character of correlatson, namely, 

the larger was the snail host, the greater was the 

possibility of harboring the cercariae. 
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